
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

― Ｃ・Ｆ計算書をよく見て、 

キャッシュの改善を行なう ― 

― 儲けた利益は、どこに消えたか！ ― 

通常は、利益の金額は、お金が残っていると考えますが、実際の企業活動では、

そうなりません。しっかりと、ならない原因を把握して経営すべきです。 

― お金を利益に近づける努力をする。 ― 

利益とお金が一致して経営するのがベストですが、よりベターになるように努

力して、キャッシュベース経営を目指したいものです。 

― サイト負けしない仕組にする。 ― 

商品を仕入れて、売り上げる。支払い時期と集金時期のバランスが崩れないよ

う工夫してビジネスモデルをつくると言う意味です。 

― 資金はどう使えば、生き金になるか！ ― 

企業活動において、未来のために資金を投資しなければ、未来はありません。

しかし、投資する金額が､生き金(営業ＣＦ)になるように見極めないと､死に金

になります。生き金になるようにチャレンジして下さい。 

―「勘定合って、銭足らず」 ― 

損益計算書で利益が出ても、資金が減っている場合を言います。発生主義の

損益計算に落とし穴があるので、銭足らずにならないよう、気をつけて下さい。 

― ダム式経営を、目指す。 ― 

河川のダムが水を蓄えてコントロールして災害を防ぐように、企業経営も資

金をしっかり蓄えて、リスク回避のため・目的遂行のために、準備しておくこ

とです。「お金のことを心配して走り回っていたのでは、良い仕事ができない

から、お金（水）をしっかり貯えなさい。」と言うことです。 
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